
選ばれる施設を目指して

介護老人保健施設 オキドキ

介護福祉士 清水 恵美

共同研究者 小倉勝弘、吉井健二

南田由紀、山崎敦史

～顧客・市場・競合環境の情報収集から企画した取り組み～



＜はじめに＞

「選んでもらえる施設になるよう」多面的に稼働向上に向け取り組ん
できた。
平均稼働率は５２．７７％と低迷（平成25年４月～9月まで）

・マネジメント強化プログラムの「実効力ある経営」の導入して今まで
の取り組みを自己評価（アセスメント）

①ニーズの理解とサービス企画”であったご意見もとにサービスを
見直し

②ご満足頂くサービス提供＝稼働向上のための戦略”まで、展開で
きていないという課題
顧客・市場・競合環境の情報を全て加味した上で、選ばれる施設
になるための戦略を策定
多面的に行動していくため行動計画を策定し、ＤＣ戦略会議に
て検討を繰り返しながら取り組んできた



＜手段・収集・調査結果＞

『近隣の調査分析結果』
・ＳＴ不在の施設が多い
・サービス調査…ＤＣであっても外出企画や誕生日などに”その方特別”
という企画で好評を得ている施設がある

『満足度アンケート』
・車で公園に行ったり、季節の草花やあきる野市の名所を見物したり、
自然の美しさを感じたり、空気を吸いたい

・バス１日日帰りツアーなどがあれば良い
・四季折々の風景を見られる様な行楽を企画して欲しい

『日々の生の声』
・行事に対する喜びのお声が多い
担当ＣＭより紹介理由として食事が美味しい

「カラオケ器具が充実している（曲数が多い）」等



＜分析内容＞

① 食事が美味しい・カラオケが充実していると好評を得
ているにも関わらず、オキドキの「売り」と「売り」と「売り」と「売り」としてしてしてしてのののの活活活活
用用用用が出来ていなかったが出来ていなかったが出来ていなかったが出来ていなかった

② 企画は職員目線で、ご利用者・ご家族の「○○して
欲しい」が反映しきれていなかった反映しきれていなかった反映しきれていなかった反映しきれていなかった

③ 職員一人ひとりが、行事の開催を稼動向上に繋げる意
識が低かった。



＜選ばれる施設になるための取り組み＞

抽出された課題を、①食事②外出③カラオケ④ＳＴの企画
チームに分け企画を立案、各関係部署に協力を仰ぎながら
チーム毎に準備を行った。

実施期間：Ｈ２５年１０月～Ｈ２６年３月

立案企画：１０月：足湯満喫ツアー → 外出企画
１１月：作品展 → 従来の行事
１２月：クリスマス会 → 従来の行事

＋食事企画
１月：ビンゴ大会 → 従来の行事
２月：紅白歌合戦 → カラオケ企画
３月：参加型おやつ → 食事企画



１０月：足湯満喫ツアー
外出企画

２月：紅白歌合戦
カラオケ企画

１２月：クリスマス会
３月：参加型おやつ

食事企画

ご当地グルメ
山形県：芋煮

クリスマス会
クリスマスケーキ



＜選ばれる施設になるための取り組み：外部への働きかけ・アピール＞

各居宅事業所に訪問：毎月企画実施の旨をインフォメーションすると共に、企画
の案内・月間予定表・ＳＴ訓練の募集・通所空き情報・ＤＣ通信の案内を持参＋
日々の通所でのご様子に加え、行事に参加された時のご様子などをフィードバッ
クした
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＜まとめ・結果＞

様々な選ばれる施設になるための取り組みを行った結果

平均稼動率
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